
 

令和２年度事業報告 

特定非営利活動法人 インクルひろば 

1． 活動の成果 

 令和 2 年度はコロナの影響で人々の交流は限定されたものとなりました。 

インクル café で従来行ってきた「絵本の時間」「えいごであそぼ」「アート俱楽部」「うたごえ喫

茶」などの交流事業は緊急事態宣言のもと、中止せざるをえませんでした。インクル café も店内

での飲食は制限したものとなりました。 

しかしながら、これまでとは違った形でインクルひろばは、月曜日から金曜日まで常に開いてい

る居場所として活動は続けることができました。学校が休校時には、ボランティアが協力して弁当

を調理、製造して、昼食の提供を行い、子どもたちの家に届けました。多い日には 100 個以上の

お弁当を宅配しました。非常時にボランティアで力を合わせて活動できたことがインクルひろばの

一番の宝になりました。学校の再開とともに木曜日のクルタン食堂も再開しました。コロナ禍でも

子どもだけで過ごしている家庭はあり、子どもたちは誰かと一緒にご飯を食べるひとときを楽しみ

にやってきます。感染予防を行いながらの実施は心配もありますが、コロナ禍だからこそ必要な子

どもの居場所です。コロナの以前よりクルタン食堂の利用人数は減りましたが、子どもたちはいろ

いろな顔を見せてくれるようになりました。インクルひろば開設当初からずっと来ている子どもも

多く、子どもたちは、ぐんぐん大きくなっています。子どもたちと共に当法人も成長し、地域に定

着していっていると思っています。 

地域助け合いサービス「クルくる」とお弁当お届けサービス「宅くる」の利用する方が増え、地

域に定着しています。 

思いもかけず地域活動において多大な貢献をしたとして第 44 回井植文化賞をいただけたことは、

関わるものみんなの大きな喜びで、励みになりました。私たちの活動を見守り、応援してくださる

方々に深く感謝いたします。 

2．特定非営利活動に係る事業 



（１） 子どもの健全育成を図る事業 

①子ども食堂「くるたん食堂」 

子どもが安心して過ごせる居場所。コロナ禍でもご飯をひとりで食べている子どもはい

ます。週に一度 感染対策を行いながら、誰かと一緒にご飯を楽しく食べられる食堂を今

後も続けていきたいと思っています。 

毎週木曜日 17:00～19:30．年間 28 日開設  

年間利用者実績 895 人 

 (2020.6.18～2021.3.25 開催 ※4/1～6/11 休み） 

子供 531 人、大人 120 人、ボランティア 244 人 

      子どもの学校休業中は神戸市からの要請により、昼食支援を行った。 

4～6 月  学校臨時休校中 3,559 人 

（4/1～4/7 店頭 1,500 人 4/8～5/6 店頭 850 人 5/7～5/29 店頭・宅配 1,209 人） 

夏・冬・春の長期休み中 100 円で子どもの昼食を弁当で提供 

 コロナ禍の家庭応援  ・・・ 延べ 334 人 

（２）高齢者の生活の充実を図る事業 

   ①困りごと相談事業 生活支援事業「クルくる」  

    生活の中のちょっとした困りごとをお手伝い。 

五葉あんしんすこやかセンターとの連携により 189 件実施。 

   ②生活の充実を図る事業 ・・緊急事態宣言中は中止。 

    神戸市居場所づくり型一般居場所事業「メロディ喫茶」「オレンジカフェ」 

                      16 回     参加総計 103 名 

（３）障がい者の生活の充実を図る事業 

インクルアート俱楽部 ・・緊急事態宣言中は中止。 参加総計   名 

（４）地域住民の交流を図る事業  

    ①インクルカフェの運営 



      コロナ禍による感染防止対策のため一般利用者向けのカフェは休業し、宅配を拡充。 

     視覚障がいのある方や高齢者の方の毎日の食事のみ対応。 

     お弁当の宅配サービス「宅くる」は、独り暮らしの高齢者の昼・夕食を提供実施しました。 

       また、地域のふれあい給食の弁当を年間約 11,000 個受注しました。 

       神戸市の「CO＋CREATION KOBE Project」（神戸市民間提案型事業促進制度）を使

って、児童館への宅配事業について応募・提案し、事業採択されました。試験実施段階

においては、神戸市と連携し円滑な運用に留意しました。 

8 月～3 月 6 か所の児童館 302 人の利用がありました。 

（５）上記事業を促進するため他の団体と連携する事業 

北区社会福祉協議会、五葉あんしんすこやかセンター、コミュニティサポートセンター神戸 

    社会福祉法人 頌栄会（頌栄児童館、南五葉児童館、君影児童館） 

    ①世代間交流事業 

     ★シルバー世代と子育て世代の交流を促進する。 

      動物コミニュケータ-大渕氏による屋外内での自然教室。年間 5 回実施。 

     初めて 神戸グリーンキャッチ様の協力により、神戸市北区山田町の農園で自然教室を実 

施。延べ 191 人の児童等が参加（子育て世代 152 人 シニア世代 39 人）。 

「絵本の時間」「えいごであそぼ」は延べ 5 回実施。43 人の参加。 

        ユニバーサルミーツは、コロナのため中止。  

３．事業実施体制 

 （１）会議に関する事項 

      ① 通常総会 2020.6.19 

      ② 理事会  2020.6.19 

      ③ 定例会  毎月第 3 金曜日 

（２） 事務局体制  

事務局スタッフ：有償ボランティアで構成            


